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２－２．『採血』特殊仕様

⑤握力の利き腕自動入力
検査画面表示時、利き腕に自動で「右」を表示します。
過去値があった場合、過去値に登録されている利き腕を、現在値にコピーして表示します。
転送時、空白チェックを行います。

３．個別検査画面

■過去データがない場合

■過去データがある場合（過去データ:左）

「ワクチン種類」ボタンをタッチすると、
本日接種予定のワクチンが表示されます。

採血時の痛みや痺れ、迷走神経反射など採
血合併症の有無を確認し登録します。 

「アルコール禁止」「気分不良者」「凝集」
など特記事項を登録することができます。 

採血管準備装置から検査内容により必要な
採血管が自動で排出されます。 

翼状針を使用した採血 
ホルダー一体型の翼状針を使用し、採血

合併症のリスクを軽減します。翼状針は「痛みが少な
い」「神経損傷などのトラブル」が起こりにくいのが
メリットです。 

徹底したスタンダードプリコーションの実施と安全な採血体制 

① JCCLS「標準採血法ガイドライン」を遵守しています。 
② 採血手袋は使い捨てで、ラテックスフリーを使用しています。 
③ 採血後の内出血を防ぐため、使い捨ての圧縮包帯を使用しています。 
④ 電動昇降台を使用し、受診者様の体型に合わせ採血台を調整します。 
⑤ 回復室を隣接し急激な体調不良に備えています。また採血やワクチン接
種時に迷走神経反射を起こす可能性がある方は、回復室にて行います。

検査機器をネットワークで結び一元管理 
採血管自動準備装置（BCロボ）をネットワー

クで結び、そこから検査内容に応じた採血管を排出し準備します。 

臨床検査室の併設 

① 施設内に臨床検査室を併設することにより、人間ドック受診の方は、診察
時に本日の結果について、お伝え出来る範囲で説明いたします。　　　　　　　 

② 特定保健指導の初回面談は、当日の検査結果をもとに行います。 
③ 胃内視鏡検査でピロリ菌感染が疑われた場合、本日採取した血液にてピロ
リ抗体検査を行い、ご希望の方に除菌処方をいたします。

ワクチンの接種も健康診断とご一緒に行えます。接種可
能なワクチンの種類はお問い合わせください。

5つの特徴

安
全
安
心
な
採
血
を
心
が
け
て 

い
ま
す
。 

当
施
設
で
は
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
が
担
当
し
、
十
分
な
知
識
と
技
術
に

基
づ
い
て
採
血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


